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世
の
中
に
は
ル
ー
ル
が
存
在

す
る
。
人
間
は
ル
ー
ル
の
下
で

や
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と

を
判
断
し
、行
動
を
選
択
す
る
。

そ
の
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
す
れ

ば
、
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

課
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

故
に

人
間
は
常
に
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ

る
。
法
を
犯
せ
ば
罪
を
償
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
校
則

を
破
れ
ば
停
学
、
退
学
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
。
理
由

は
ど
う
あ
れ
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

行
動
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
人

間
は
昔
か
ら
秩
序
を
守
っ
て
き

た

大
小
様
々
な
ル
ー
ル
の
う

ち
、
た
だ
伝
統
的
に
存
在
し
て

い
る
だ
け
で
今
の
時
代
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
も
少
な
く
な

い
。「
男
女
別
姓
」
が
そ
の
一

例
だ
。ま
た
、こ
う
い
っ
た
ル
ー

ル
や
時
と
し
て
「
常
識
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
、
人
の
権
利
を

侵
害
し
た
り
、
あ
る
い
は
何
か

を
成
そ
う
と
す
る
者
の
障
壁
と

な
っ
た
り
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

伝
統
的
で
あ
る
こ
と
が
悪
な
の

で
は
な
い
。
ル
ー
ル
や「
常
識
」

は
先
人
た
ち
が
自
ら
の
経
験
か

ら
築
き
あ
げ
た
、
い
わ
ば
叡
智

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

る
こ
と
が
盲
目
的
に
正
し
い
と

信
じ
て
よ
い
理
由
に
は
な
ら
な

い

「
い
ま
」
を
生
き
る
の
は

ル
ー
ル
を
作
っ
た
先
人
た
ち
で

は
な
い
。
我
々
で
あ
る
。
も
し

ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
窮
屈
な
思

い
を
し
て
い
る
な
ら
、
声
を
上

げ
、
ル
ー
ル
を
自
ら
の
手
で
作

り
変
え
る
こ
と
も
前
に
進
む
た

め
に
は
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
が
先
人
た
ち
に
向
け

た
我
々
の
存
在
証
明
と
言
え
よ

う
。
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２
月
１
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
。
２
０
１
４
年
度
に
本
学

が
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
受
け
、
そ
の
記
念
建
設
事
業

で
あ
る
総
合
体
育
館
改
修
工
事
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

Ｇ
号
館
地
下
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
と
総
合
体
育
館
２

階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
新

学
生
会
館
地
下
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
３
箇
所
が
総
合
体

育
館
１
階
に
集
約
さ
れ
た
。
総

合
体
育
館
の
南
側
は
高
等
部
が

２
０
１
４
年
ま
で
使
用
し
て
い

た
が
、
昨
年
の
４
月
に
高
等
部
の

体
育
館
が
新
設
さ
れ
、
２
月
１

日
よ
り
大
学
専
用
の
総
合
体
育

館
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
学
生

会
館
１
階
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
課
も
総
合
体
育
館
に
移
転

さ
れ
、
新
旧
学
生
会
館
と
総
合

体
育
館
を
効
率
的
に
管
理
運
営

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
課
の
移
転
後
も
学
生
会

館
で
は
警
備
員
が
巡
回
し
、
新

た
に
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置
さ
れ
、

防
犯
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
は
３
箇
所
に
点
在
し
て
い
た
た

め
、
一
部
で
は
学
生
の
使
用
実
態

扉の一言

「
誰
か
を
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
の
は
、

　

他
人
の
背
中
の
梅
干
な
ら
見
え
る
か
ら

　

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」

本
田　

透

を
把
握
で
き
ず
、
ま
た
、
学
生
の

利
用
者
数
も
年
々
増
加
し
て
狭
隘

化
す
る
な
ど
、
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
改
修
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
、
マ
ッ
ト
や
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が
設
置
さ

れ
た
ス
ト
レ
ン
グ
ス
ル
ー
ム
に
分

け
ら
れ
、
目
的
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
。ま
た
、ト
レ
ー
ナ
ー

が
常
に
開
室
時
間
に
帯
同
し
て
お

り
、
環
境
が
整
備
さ
れ
、
学
生
に

も
好
評
だ
。

　

２
０
１
４
年
度
に
は
、
１
日

平
均
２
５
４
人
、
年
間
延
べ 

７
４
，６
８
６
人
の
学
生
や
教
職

員
が
利
用
し
て
お
り
、
改
修
後
は

よ
り
多
く
の
利
用
者
数
が
見
込
ま

れ
る
。
体
育
会
の
部
活
動
に
所
属

す
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の

学
生
も
利
用
で
き
る
。
初
回
の
利

ト
レ
セ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

創
立
１
２
５
周
年 
記
念
建
設
事
業

Welcome to KWANSEI !
　新しく関西学院大学にご入学のみなさんに、心
から歓迎のご挨拶をいたします。
　実は私もみなさんと同じく、この四月から新し
く関西学院院長という務めをゆだねられ、とても
フレッシュで、緊張した思いを抱いています。と
ころで ｢院長｣ って何をすればいいのでしょうか。
そもそも「院長」ってなんでしょう？
　今から127年前に、現在の神戸市灘区に誕生した私たちの学校は

「関西学院」と名づけられました。学「院」だからこそ、それを代
表する立場を「院長」と呼び、創立者ランバス先生が初代院長に就
任されました。そのときはとても小さな学校でしたから、院長が文
字通り学校の代表者でした。しかし、現在、関西学院には７つのキャ
ンパスに10の学校（幼稚園から大学院まで）があり、園長、校長、
部長、学長がそれぞれの学校を代表しておられます。また学校法人
関西学院の代表者は理事長が務めています。では院長っていったい
何をするのでしょう？
　国公立の学校、そして多くの私立学校には「院長」という役職は
ありません。そう、それは関西学院だからある立場です。というこ
とは関西学院にしかない個性、独自性を守り、それを発揮してゆく
こと、それが現在の院長に与えられた一番大きな役割です。「キリ
スト教主義に基づき、Mastery for Serviceを体現する世界市民を育
む」という、関西学院独自の、関西学院のすべての学校が目指す目
標を、みなさんとともに実現してゆく働きです。
　ぜひみなさんに関西学院だけの個性をひとつでも多く知り、身
につけてくださることを願っています。そこで最初の質問、私た
ちの学校のオリジナルな呼び方はローマ字で“KWANSEI”です。
まずこの名前を覚え、きちんと発音してくださいね。Welcome to 
KWANSEI !

　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめ
でとうございます。教職員、在学生を代表して心
から歓迎いたします。
　現在、ICT技術の発達などによって世界が小さ
くなりグローバル化が急速に進んでいます。新入
生の皆さんが社会に出て働く頃には、ほとんどの
人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようにな
るでしょう。そのためにも、英語の運用能力を高
めるこことは勿論のこと、大学時代に一度は海外
に出て行ってほしいと思います。アメリカやヨーロッパの大学も、
学生の留学を積極的に促進しています。その理由は、異なった文化
や価値観に触れることにあります。言いかえれば、多様性への理解
が求められています。
　関西学院大学は、2014年度に文部科学省のスーパーグローバル大
学創成支援（SGU）事業に採択されました。その構想名は「国際性豊
かな学術交流の母港『グローバル・アカデミック・ポート』の構築」
というものです。その基本にあるのが、入学した学部での学びの他
に、①海外留学等のインターナショナルプログラム、②他分野を学
ぶ副専攻プログラム、③実践的な学びであるハンズオン・ラーニン
グ・プログラムのいずれかに挑戦するダブルチャレンジ制度です。
二つのことに同時に挑戦することによって、主体性が身につき多様
性への理解も深まり、何よりも、未知へのチャレンジ精神が培われ
ると考えます。
　第４代院長C. J. Lベーツ先生は、関西学院の建学の精神を

“Mastery for Service”（奉仕のための練達）というスクール・モッ
トーとして表現しました。自分の利益のためにだけではなく、世界
人類のために自分を鍛えよと訴えられたのです。皆さんには、関
西学院大学での学びにおいて、スクール・モットー“Mastery for 
Service”の意味を考えてほしいと思います。
　どうか、自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて
世界人類の幸福に貢献するという「高い志」を持ってほしいと心か
ら願います。

　ご入学おめでとうございます。希望を胸に大学の
門をたたいた皆さんには、これまで以上に社会に存
在する様々な課題を追究し、自らの将来を考える場
に立つことになりました。正課だけに限らず正課外
活動においても、本を読み漁ったり、資料を求めた
りする機会が一段と増すでしょう。
　今、世間には知性を尊ばない風潮が広がっています。それはあっ
てはならないことです。ネットでちょっと検索することを学びや研
究などと考える態度も戒めなければなりません。大学図書館は、書
物だけに限らず驚くほど多くの情報を提供できる場です。知識をさ
らに蓄えるとともに、心身を鍛える場所でもあります。大学図書館
を利用できる「権利」を有したことをどうか大切に考えてください。
　リポート作成のためだけや定期試験期間中だけ図書館に足を運ぶ
ような利用の仕方はもったいない、の一言に尽きます。図書館に足
しげく通うことを楽しんでください。図書館をいかに利用したか問
うことを、皆さん一人ひとりの卒業要件に組み入れてはどうでしょ
うか。どうぞ良きキャンパスライフを過ごされますよう。

　新入生の皆様、ご入学誠におめでとうございます。
関学へようこそ！
　私はこの春３回生になり、大学生活の折り返しを
あっという間に迎えた今、関学は学生が生き生きと
したまさに校歌の一節「輝く自由」が魅力の大学だ
とつくづく感じます。そして、高校までよりずっと

「自由」が与えられるということは、同時に、主体性を持ち自らの「責
任」において自らの成長の糧となるチャンスを探し掴んでいかなけ
ればならないということではないか、というのが、これまでの２年
間の大学生活で学んだことです。
　また、「出会い」をどうか大切にしてください。関学には、新た
な学びや人との出会いが溢れています。私自身、未経験者として本
部に入部し、取材を通してたくさんの素敵な方々にお会いして自分
自身を見つめ直す機会を頂戴しました。
　私共一同、新聞を通して皆様の関学での日々がより楽しくなる情
報をお届けできるよう尽力して参ります。大きな希望と共に幸せな
新生活を送られますように！

関西学院大学 大学図書館長　田和　正孝

関西学院 院長　田淵　結 関西学院大学 学長　村田　治

関西学院大学新聞総部 総部長　青木　萌夏

　 入学おめでとう！
〜新入生への祝辞〜

トレーニングに励む学生

用
登
録
料
は
２
，０
０
０
円
で
、

講
習
会
の
受
講
後
か
ら
使
用
で
き

る
。
有
効
期
間
は
１
年
で
、
更
新

料
１
，０
０
０
円
で
１
年
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
在
学
中
は
再

延
長
可
）。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

体
育
会
の
よ
り
一
層
の
活
躍
と
、

関
学
生
の
学
生
生
活
の
更
な
る
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。
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ま
た
、
４
年
間
の
大

学
生
活
を
通
し
て
得
た

も
の
や
成
長
の
過
程
、

感
情
の
変
化
が
作
品
内

に
表
れ
て
い
る
の
も
、

本
展
の
魅
力
だ
。
佐
藤

さ
ん
は
、
暗
い
部
屋
の

中
央
に
鮮
や
か
な
ひ
ま

わ
り
が
描
か
れ
て
い
る
「
救
い
」

と
名
付
け
ら
れ
た
自
身
の
作
品
に

つ
い
て
「
大
学
生
活
を
送
る
中

で
多
く
の
困
難
な
経
験
も
し

た
。
そ
れ
で
も
、
少
し
で
も
前

向
き
な
気
持
ち
が
あ
れ
ば
乗
り

越
え
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
自
分
の
記
憶
に
留
め
た
く

て
描
い
た
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
ア
ク
リ
ル
画
や
オ
ブ

ジ
ェ
、
切
り
絵
や
絵
本
と
い
っ

た
個
性
溢
れ
る
表
現
が
施
さ
れ

た
作
品
た
ち
か
ら
は
、
４
年
間

の
集
大
成
と
し
て
制
作
者
各
々

の
方
向
性
が
確
立
さ
れ
て
い
る

と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

４
年
間
の
作
品
制
作
を
通
し
て

　

関
学
の
休
講
・
試
験
中
止
の
基

準
に
つ
い
て
、
教
務
機
構
に
取
材

KGニュース
　

２
月
21
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
京
阪
電
車
な
に
わ
橋
駅
ア
ー

ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
に
て
、
絵
画
部

弦
月
会
に
よ
る
「
卒
業
制
作
展

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
打
放
し
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、

は
女
性
だ
。
社
会
で
女
性
活
躍

推
進
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る

今
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
女

性
の
社
会
進
出
に
対
す
る
支
援

や
取
り
組
み
を
行
お
う
と
思
っ

た
」
と
話
す
。
ま
た
、「
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
適
職
を
見
つ
け
て
本

学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

『M
astery for Service

（
奉

仕
の
た
め
の
練
達
）』
を
体
現
し

て
い
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
支
援
や

き
っ
か
け
作
り
を
行
う
の
は
私
た

ち
大
学
側
の
使
命
だ
と
思
う
」
と

学
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も

に
、
熱
い
胸
の
内
を
語
っ
た
。

　

出
産
や
育
児
休
暇
の
制
度
や
女

　

２
月
24
日
、
第
５
別
館
に
て
、

「
女
性
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
毎
年
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
女
性
の
就
職
活
動
支
援
に
特

化
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
は
初

の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
様
々
な
年
代
、
職
種

の
女
性
４
人
を
招
き
、
仕
事
内
容

や
職
場
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
話

が
対
談
形
式
で
行
わ
れ
た
。ま
た
、

出
産
や
育
児
、
就
職
活
動
な
ど
に

関
し
て
の
経
験
談
も
聞
く
こ
と
が

出
来
た
。
初
の
試
み
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
女
子
学
生
が

集
ま
り
、
会
場
は
始
終
、
真
剣
な

空
気
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
職
員
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
、「
本
学
の
学
生
の
半
数

が
連
携
し
て
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
警
報
の
解
除
時
間

は
予
測
で
き
ず
、
解
除
後
の
授
業

開
始
時
限
を
定
め
た
場
合
、
学
生

の
一
斉
登
校
に
対
応
す
る
臨
時
バ

ス
の
手
配
が
困
難
な
た
め
。

Ｑ
：
警
報
解
除
後
に
家
を
出
た 

が
、
距
離
や
交
通
機
関
の
問
題
で

授
業
等
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
学

生
へ
の
対
応
は
？

Ａ
：
ま
ず
所
属
学
部
の
事
務
室
に

相
談
を
。
交
通
機
関
の
遅
延
で
は

遅
延
証
明
書
を
取
得
し
て
大
学
に

来
る
こ
と
。

Ｑ
：
新
入
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
：
①
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た

際
の
措
置
は
、
関
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
重
要
な
お
知
ら
せ
」
や
教

学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
「
お
知
ら

せ
」
で
周
知
す
る
た
め
、
こ
の
よ

う
な
場
合
は
ま
ず
こ
れ
ら
を
確
認

す
る
こ
と
。
ま
た
、
②
自
分
で
関

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
休
講
等
に
関
す
る
要
領

（http://www.kwansei.ac.jp/
a_affairs/a_affairs_000850.
html

）
を
確
認
し
、
熟
読
し
て

お
く
こ
と
（
警
報
解
除
の
時
刻
に

よ
り
授
業
開
始
時
限
の
取
扱
い
等

が
定
め
ら
れ
て
い
る
）、
③
定
期

試
験
が
警
報
や
交
通
機
関
の
影
響

に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
場
合
、
定

期
試
験
の
期
間
内
に
振
り
替
え
て

実
施
す
る
こ
と
、④
授
業
期
間
中
、

試
験
期
間
中
と
も
、
交
通
機
関
の

遅
延
の
際
は
必
ず
遅
延
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
、
以
上
の
４
点
は

ま
ず
理
解
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

大
学
は
、
措
置
を
取
る
際
に
は
で

き
る
限
り
学
生
の
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
尽
力
す
る
。
な
お
、
警

報
発
令
時
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

性
管
理
職
比
率
の
向
上
な
ど
、
女

性
の
社
会
進
出
支
援
を
行
っ
て
い

る
企
業
は
多
い
。
そ
し
て
最
近
で

は
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ

ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
総

称
）
や
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
企
業
も
増
え
て
き

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
た
な
段

階
へ
と
踏
み
出
し
始
め
て
い
る
社

会
に
お
い
て
、
女
性
の
社
会
進
出

は
も
は
や
実
現
不
可
能
な
課
題
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
男

女
問
わ
ず
全
て
の

学
生
が
社
会
に
出

て
「M

astery for 
Service

」
を
体
現
で
き
る
日
は

も
う
来
て
い
る
。

自身の作品「救い」の前に立つ佐藤さん

会場の様子

４年間の集大成　輝く
絵画部弦月会卒業制作展 2016

適
職
を
探
る

女
性
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

知
っ
て
い
ま
す
か
？

休
講
・
試
験
中
止
の
基
準

男
女
問
わ
ず
全
て
の
学
生
が
社
会
へ

絵で辿る大学生活の軌跡

自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
き
た
弦

月
会
の
卒
業
生
の
、
新
天
地
で
の

活
躍
や
更
な
る
成
長
を
祈
り
た

い
。

４
回
生
15
名
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
約
80
点
の
絵
画
や
立
体
作
品
が

展
示
さ
れ
た
。
本
会
場
が
卒

業
制
作
展
に
使
用
さ
れ
る
の

は
４
年
ぶ
り
で
あ
る
。
本
展

の
広
報
担
当
者
の
佐
藤
航
さ

ん
（
法
・
２
０
１
６
年
卒
）

に
よ
れ
ば
、
駅
構
内
と
い
う

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
一
般

的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
入
り

き
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
作
品

を
展
示
で
き
る
広
さ
が
、
本

会
場
を
選
ん
だ
決
め
手
と

な
っ
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

作
品
の
大
き
さ
や
数
の
多
さ

に
迫
力
が
あ
る
と
好
評
だ
っ
た
そ

う
だ
。

し
た
内
容
を
元
に
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で

紹
介
す
る
。
特
に
新
入
生
は
必
見

だ
。

Ｑ
：「
暴
風
警
報
、
特
別
警
報 

（
大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、
波
浪
、

暴
風
雪
、
大
雪
）
が
発
令
さ
れ
て

い
る
間
は
授
業
・
試
験
を
行
わ
な

い
」
と
あ
る
が
、
大
雨
警
報
や
洪

水
警
報
の
発
令
で
休
講
等
に
し
な

い
理
由
は
？
仁
川
氾
濫
の
危
険
も

あ
る
。
ま
た
、
避
難
勧
告
が
関
学

周
辺
で
は
な
く
学
生
居
住
地
に
出

て
い
る
際
の
対
応
は
？

Ａ
：
暴
風
警
報
も
し
く
は
特
別
警

報
発
令
時
に
の
み
休
講
等
に
す
る

理
由
は
、
①
こ
れ
ら
の
警
報
が
交

通
機
関
の
運
行
停
止
の
可
能
性
が

最
も
高
い
警
報
と
判
断
す
る
た

め
、
②
授
業
実
施
回
数
の
確
保
の

た
め
、
③
授
業
や
試
験
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
回
避
の
た
め
が

主
な
理
由
。
こ
れ
ら
以
外
の
警
報

や
避
難
勧
告
な
ど
基
準
に
定
め
の

な
い
事
態
は
、
学
長
の
判
断
で
対

処
す
る
と
定
め
て
い
る
。

Ｑ
：
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は

「（
午
前
）
６
：
00
の
時
点
で
解
除

さ
れ
な
い
と
き
、
全
日
休
講
・
全

日
試
験
中
止
と
す
る
」と
あ
る
が
、

西
宮
上
ケ
原
や
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
の
よ
う
に
時
間
を
区
切
り
基

準
を
定
め
な
い
理
由
は
？

Ａ
：
同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生

の
約
70
％
が
神
姫
バ
ス
を
利
用
し

て
通
学
し
て
お
り
、
大
学
と
同
社
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本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
、
久
木
田
純
先
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
半
部
分

を
お
伝
え
す
る
。
久く
木き
田た
先
生

は
、
30
年
間
国
連
職
員
と
し
て
世

界
各
地
で
勤
務
さ
れ
、
定
年
退
官

後
本
学
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
施
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
国
連
・
国
際
機
関

へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
の
推

進
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
２ 

０
１
７
年
度
開
設
予
定
の
大
学
院

「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
の
授
業

を
担
当
す
る
ほ
か
、「
関
学
国
際

機
関
人
事
セ
ン
タ
ー
」
の
中
心
と

し
て
、学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。

国
連
・
外
交
コ
ー
ス
と
は
？

新
聞
総
部
記
者
（
以
下
、
新
）：

前
回
は
久
木
田
先
生
ご
自
身
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
４

月
か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
大
学

院
の
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
木
田
純
先
生
（
以
下
、
久
）：

構
想
の
名
前
に
も
あ
る
「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
」
と
は
国
連
職
員
な
ど
に

な
る
た
め
の
入
り
口
や
登
竜
門
と

言
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
国

連
職
員
は
従
来
の
就
職
活
動
と
は

違
い
、
準
備
に
長
い
プ
ロ
セ
ス
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
間

に
国
連
職
員
と
し
て
必
要
な
能
力

を
磨
き
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
し

て
い
け
る
よ
う
な
ヤ
ン
グ
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

新
：
で
は
、
国
連
職
員
に
な
る
た

め
に
必
要
な
能
力
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

久
：
大
き
く
分
け
て
５
つ
で
す
。

一
つ
は
英
語
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
こ
れ
は
当
然
、

世
界
を
股
に
か
け
て
活
躍
し
て
い

く
国
連
職
員
と
し
て
は
必
須
で

す
。
次
に
修
士
、
博
士
レ
ベ
ル
で

の
専
門
的
な
知
識
、
こ
れ
は
ど
の

分
野
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
“
若
手
の
プ
ロ
”
と
し
て
の
実

社
会
に
お
け
る
職
務
体
験
で
す
。

こ
れ
ら
は
国
連
職
員
に
な
る
た
め

の
３
条
件
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
こ
の
他
に
も
必
要
な
要

素
が
２
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は「
多

言
語
、多
文
化
で
の
経
験
」
で
す
。

つ
ま
り
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
留
学
経
験
と
い
っ
た
よ
う
に
多

言
語
、多
文
化
の
状
況
で
の
活
動
、

生
活
経
験
と
言
う
事
で
す
。
こ
れ

に
加
え
も
う
一
つ
、
一
番
大
事
な

し
て
能
力
向
上
に
努
め
ら
れ
そ
う

で
す
ね
。

“
職
務
体
験
”
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

新
：
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、

国
連
職
員
に
必
要
な
能
力
の
一
つ

に
「
職
務
経
験
」
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

久
：
一
口
に
「
職
務
体
験
」
と
い
っ

て
も
様
々
で
す
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

青
年
海
外
協
力
隊
、
Ｕ
Ｎ
（
国

連
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
今
回
の
こ
の
コ
ー
ス

で
は
、
１
年
次
の
１
月
～
３
月
の

間
に
Ｕ
Ｎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

参
加
し
、
使
命
感
や
多
文
化
体
験

を
高
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
職
務
体
験
に
も
繋
が
り
ま

す
。
海
外
の
大
学
院
で
国
連
や
外

交
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
日
本
国
内
で
は
初
と
な
り

ま
す
。

新
：
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。
こ

う
し
て
み
る
と
濃
密
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

久
：
は
い
。
そ
の
た
め
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
以
前
か
ら

「
も
っ
と
多
く
の
日
本
人
が
国
連

で
活
躍
で
き
る
」
と
考
え
て
い
ま

し
た
。そ
の
た
め
11
年
前
に
は「
国

連
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
作
っ
て
、
現

役
職
員
や
国
連
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

り
、
個
人
的
に
国
連
を
目
指
す
人

へ
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
し
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
国
連
を
目
指
す
に
は

「
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

立
て
て
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
」
必

要
が
あ
り
ま
す
。
国
連
退
官
後
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
大
学
単
位

で
包
括
的
に
実
施
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
た
矢
先
に
関
学
の
構
想

に
出
会
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

第８回追跡!! SGU
久木田 純 SGU招聘客員教授　インタビュー②

～大切なのは使命感～

要
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
使

命
感
」
で
す
。
世
界
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
な
い

と
、
そ
も
そ
も
国
連
職
員
へ
の
志

望
動
機
が
成
り
立
た
な
い
で
す

し
、
な
っ
た
後
に
も
様
々
な
状
況

の
中
で
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
時
に
そ
れ
で
も
や
り
抜
く
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
た
め
に
も
一
番

大
事
な
要
素
で
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
使
命
感
が
一
番

の
鍵
と
な
る
の
で
す
ね
。

包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

新
：
こ
の
コ
ー
ス
で
は
学
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
手
厚
く
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

久
：
は
い
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
国

連
を
目
指
す
学
生
を
入
学
前
、
在

学
中
、
卒
業
後
と
い
っ
た
様
々
な

段
階
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
国
連
職
員

と
し
て
の
資
質
「
国
連
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
」
を
総
合
的
に
獲
得
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

入
学
前
、
学
部
生
段
階
で
は
情

報
共
有
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施

し
て
本
人
の
志
望
動
機
な
ど
を
高

め
ま
す
。
こ
れ
は
実
際
に
始
め
て

お
り
（
２
０
１
６
年
２
月
現
在
）、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
時
間
枠

は
軒
並
み
満
杯
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
入
学
後
は
「
コ
ー

チ
ン
グ
」
を
行
い
、
よ
り
綿
密
な

指
導
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
機
会
も
提
供
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
卒
業

後
」
も
、
能
力
査
定
や
足
り
な
い

部
分
の
強
化
を
継
続
的
に
行
い
、

国
連
関
連
の
仕
事
な
ど
の
紹
介
も

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
非
常
に
体
系
的

で
す
ね
。
こ
れ
な
ら
学
生
も
安
心

『動物の命を守れ！』『動物の命を守れ！』

論説日 進 月 歩日 進 月 歩
　

昨
年
の
暮
れ
、
ネ
コ
の
飼
育
率

が
イ
ヌ
の
飼
育
率
を
上
回
っ
た
こ

と
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
日

本
で
は
以
前
か
ら
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
う
動
物
は
イ
ヌ
が
主
流
で
あ
り
、

な
ん
と
、
旧
石
器
時
代
に
ペ
ッ
ト

と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

イ
ヌ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
ネ
コ
を
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
う
歴
史
は
イ
ヌ
よ
り
も
浅

く
、
平
安
時
代
頃
か
ら
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
の
「
枕
草

子
」
に
も
、
ネ
コ
を
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
ネ
コ
が
ペ
ッ
ト
の
主
流
と

な
っ
て
き
て
い
る
背
景
に
は
、「
イ

ヌ
は
散
歩
な
ど
の
手
間
が
か
か

る
」
や
「
ネ
コ
は
イ
ヌ
の
よ
う
に

吠
え
な
い
」
と
い
う
点
が
あ
る
。

ま
た
、
イ
ヌ
は
狂
犬
病
な
ど
の
予

防
接
種
や
健
康
診
断
が
必
要
と
な

る
た
め
、
高
額
な
医
療
費
が
負
担

に
な
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ペ
ッ
ト
の
世
話

に
は
手
間
や
高
額
な
費
用
が
か
か

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
の
数
は
増
加
し

物
の
命
を
守
る
立
場
に
あ
る
動
物

愛
護
団
体
、
反
対
の
立
場
に
あ
る

よ
う
に
思
え
る
こ
の
３
つ
の
施
設

が
、「
殺
処
分
ゼ
ロ
に
」
と
い
う

同
じ
目
標
を
掲
げ
て
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
２
０
１
３
年
に
熊
本

市
の
殺
処
分
ゼ
ロ
は
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。

　

ま
た
、東
京
都
千
代
田
区
で
は
、

野
良
猫
の
去
勢
不
妊
手
術
に
か

か
る
費
用
を
区
が
負
担
す
る
。
ま

た
、
飼
い
主
が
見
つ
か
る
ま
で
の

間
は
、「
普
及
員
」
と
呼
ば
れ
る

区
民
が
ネ
コ
を
預
か
る
活
動
を
支

援
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
に

か
か
る
費
用
は
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
「
ち
よ
だ
猫
ま
つ
り
」
と
い
う

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
の
収

益
か
ら
得
て
い
る
。
去
勢
不
妊
手

術
を
行
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て

は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ

う
が
、
こ
の
政
策
に
は
、
殺
処
分

さ
れ
る
ネ
コ
の
数
を
減
ら
す
こ
と

に
は
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
で
も
、
忙
し
い
と

き
や
ど
う
し
て
も
ペ
ッ
ト
を
置
い

て
外
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
な
ど
に
、
24
時
間
ペ
ッ
ト
の
世

話
を
し
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル

と
呼
ば
れ
る
施
設
が
多
く
作
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼

う
人
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

　

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
は
、
明
る

い
部
分
だ
け
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
が
裏
で
は
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
ペ
ッ
ト
業
界
。

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
飼
お
う
か
と
考
え
て
い
る
人

は
、
し
っ
か
り
と
責
任
を
持
つ
べ

き
だ
。
ペ
ッ
ト
は
人
間
の
心
の
傷

を
癒
し
て
く
れ
る
が
、
自
分
の
気

持
ち
を
「
話
す
」
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
か
ら
。
心
の
弱
い
私
た
ち

を
優
し
く
慰
め
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト

を
守
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
だ
。

て
お
り
、
街
を
歩
け
ば
、
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
や
動
物
病
院
、
ペ
ッ
ト

専
門
の
美
容
室
「
ト
リ
ミ
ン
グ
・

サ
ロ
ン
」
な
ど
も
た
く
さ
ん
目
に

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
の

ペ
ッ
ト
と
し
て
の
飼
育
率
が
増
加

す
る
に
つ
れ
、
動
物
虐
待
が
増
加

し
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
保
護

さ
れ
る
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
数
も
増
加

し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て

来
ら
れ
た
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
う
ち
、

驚
く
こ
と
に
年
間
約
20
万
匹
が
殺

処
分
と
い
う
最
期
を
遂
げ
て
い
る

と
い
う
実
態
が
あ
る
の
だ
。
保
護

さ
れ
た
イ
ヌ
や
ネ
コ
は
一
定
の
期

間
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
る
が
、

引
き
取
り
手
が
見
つ
か
ら
な
け
れ

ば
、
毒
ガ
ス
を
使
っ
て
殺
処
分
さ

れ
る
。あ
ま
り
に
も
残
酷
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
た

め
、
熊
本
市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

が
前
人
未
到
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
そ

の
取
り
組
み
と
は
、
ま
ず
、
ペ
ッ

ト
の
飼
い
主
に
ペ
ッ
ト
と
過
ご
し

た
日
々
を
思
い
出
さ
せ
た
り
、
引

き
取
り
手
を
探
さ
せ
た
り
し
て

ペ
ッ
ト
を
手
放
す
の
を
思
い
留
ま

ら
す
。
そ
れ
で
も
飼
い
主
が
思
い

止
ま
ら
な
い
場
合
は
、「
飼
い
主

に
そ
の
ペ
ッ
ト
を
殺
処
分
す
る
様

子
を
見
届
け
さ
せ
る
」
と
い
う
も

の
だ
。こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
、

多
い
年
で
１
３
０
０
件
ほ
ど
も

あ
っ
た
殺
処
分
数
が
０
件
に
な
っ

た
。
ま
た
、
動
物
愛
護
団
体
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
、
頻
繁
に
ト
リ
ミ
ン
グ
（
ペ
ッ

ト
の
毛
を
切
っ
た
り
整
え
た
り
す

る
こ
と
）
を
行
っ
た
り
、
譲
渡
会

を
開
催
し
た
り
も
し
た
。

　

こ
の
熊
本
市
の
例
は
、
市
と
、

動
物
の
殺
処
分
を
行
う
行
政
施
設

で
い
わ
ゆ
る
「
保
健
所
」
と
呼
ば

れ
る
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
、
動

“
求
め
ら
れ
る
学
生
”
と
は

新
：
こ
の
コ
ー
ス
で
学
ぶ
学
生
に

求
め
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

久
：
そ
う
で
す
ね
。
先
に
挙
げ
た

要
素
、
と
り
わ
け
「
使
命
感
」
を

持
っ
た
学
生
に
来
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
一
番
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
関
学
に
来
て
私
が
び
っ
く

り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「Mastery for Service

」
と
い
う

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
こ
の
言

葉
は
ま
さ
に
こ
の
コ
ー
ス
に
求
め
ら

れ
る
人
物
像
を
言
い
当
て
て
い
る
の

で
期
待
し
て
い
ま
す
。
国
連
で
「
働

く
」
と
い
う
事
は
世
界
に
奉
仕
す
る

と
い
う
事
で
す
か
ら
ね
。

新
：
英
語
力
も
必
要
で
す
か
。

久
：
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
一

定
水
準
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
英

語
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
と
い
う

意
識
が
大
事
で
す
。

今
後
の
展
望

新
：
さ
て
、
４
月
か
ら
本
格
的
に

始
動
す
る
わ
け
で
す
が
現
在
の
意

気
込
み
な
ど
は
い
か
が
で
す
か
。

久
：
自
信
は
あ
り
ま
す
。
私
自
身

は
今
ま
で
国
連
を
目
指
す
多
く
の
人

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
回
の

こ
の
コ
ー
ス
で
も
国
連
・
外
交
経
験

を
持
つ
教
員
陣
を
擁
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

し
て
き
た
関
学
の
学
生
さ
ん
を
見
て

も
本
当
に
有
望
だ
と
思
い
ま
す
。
国

連
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す
が
、

決
し
て
不
可
能
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
ま
で
体
系
的
な
取
り
組

み
は
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
連
を
目

指
す
人
の
日
本
で
の
受
け
皿
と
な
る

体
制
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
：
関
学
か
ら
国
連
で
活
躍
す
る

人
材
が
生
ま
れ
る
の
も
遠
く
な
い

未
来
で
す
ね
。
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部

　

応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
は
、

毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
春
の
コ

ン
サ
ー
ト
と
、
11
月
に
行
わ
れ

る
定
期
演
奏
会
を
大
き
な
軸
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大

会
で
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
昨
年
は
関
西
大
会
で
金
賞

を
受
賞
し
た
が
、
惜
し
く
も
全

国
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き

ず
、
今
年
こ
そ
は
と
意
気
込
ん

で
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
昨
年

２
月
に
は
岡
山
で
行
わ
れ
た
船

の
進
水
式
や
阪
神
競
馬
場
で
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
も
依
頼
を

受
け
て
参
加
し
た
。
ま
た
、
老

人
ホ
ー
ム
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ス

ク
ー
ル
、
結
婚
式
で
の
演
奏
依

頼
な
ど
も
あ
り
、
幅
広
く
活
躍

し
て
い
る
。

　

応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
の

活
動
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
本
学
の
入
学
式
や
卒
業

式
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
式
典
、
同

窓
会
支
部
の
依
頼
を
受
け
た

演
奏
も
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
体
育
会
の
応
援
も
大
き
な
活

動
の
一
つ
だ
。
関
関
戦
で
は
、
出
場

す
る
多
く
の
体
育
会
の
試
合
に
出
向

い
て
応
援
し
、
本
学
の
勝
利
に
貢
献

し
て
い
る
。

　

応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
の
魅
力
に

つ
い
て
、
第
62
代
部
長
の
和
田
み
な

み
さ
ん
（
文
・
４
）
は
「
と
て
も
幅

広
い
活
動
が
で
き
、
吹
奏
楽
に
本
気

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に

や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
演
奏

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
各
地
に
出

向
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
何

と
い
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
一

生
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
！
み
ん
な
仲
が
良
く
、
温
か
い
人

た
ち
ば
か
り
で
す
」
と
語
る
。

　

様
々
な
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
実
績
も
残
し
て

い
る
ま
さ
し
く
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な

応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
。
本
気
で
何

か
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て

い
る
新
入
生
に
は
、
う
っ
て
つ
け
の

部
活
動
で
あ
る
。

年間スケジュール
５月　心はずむ吹奏楽コンサート
８月　吹奏楽コンクール兵庫県大会
　　　合宿
　　　吹奏楽コンクール関西大会
10月　吹奏楽コンクール全国大会
11月　第55回定期演奏会
　　　（12月以降は未定）

基本情報
活動場所　旧学生会館４階音楽練習場10
活動日時　週６日 17：00〜20：30（平日），
　　　　　　　　 13：00〜18：00（土日） 
部　員　数　55人
連　絡　先　大谷綾香（文・３）
（新歓担当） dbv13900@kwansei.ac.jp
HPURL

http://member.kwangaku.net/kgusb/

甲
山
落
語
研
究
会

ユ
ネ
ス
コ
研
究
部

　

人
を
笑
わ
せ
る
の
が
好
き
。

人
前
で
語
る
の
が
得
意
。
そ
ん

な
人
に
是
非
一
度
足
を
運
ん
で

ほ
し
い
の
が
、
甲
山
落
語
研
究

会
だ
。

　

甲
山
落
語
研
究
会
は
、普
段
、

決
ま
っ
た
曜
日
で
の
活
動
は
な

い
。
月
に
一
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
そ
し
て
３
月
と
９
月
に
年

２
回
の
合
宿
を
行
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
普
段
は
、
毎
日
部
室
に

足
を
運
ん
で
練
習
す
る
人
も
い

る
反
面
、
大
会
前
に
詰
め
て
練

習
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

　

全
員
が
必
ず
参
加
す
る
大
会

は
、
年
に
一
度
行
わ
れ
る
本
学

主
催
の
寄
席
で
あ
る
。
ま
た
、

週
に
一
度
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
、

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
「
落

語
を
披
露
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
依
頼
も
来
る
た
め
、
有
志
で

出
向
い
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、「
寄
席
文
字
」
と
呼

ば
れ
る
、
落
語
特
有
の
少
し
変

わ
っ
た
字
体
の
書
き
方
も
時
々

練
習
し
、
落
語
を
披
露
す
る
際

は
自
分
た
ち
で
「
寄
席
文
字
」

を
使
い
、
演
者
の
名
前
な
ど
を

書
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　

新
入
生
は
ま
ず
、
先
輩
の
指

導
を
受
け
、
落
語
を
一
つ
覚
え

る
。
練
習
の
期
間
を
設
け
、
先

輩
方
に
そ
の
成
果
を
披
露
し
、

合
格
し
た
ら
入
部
出
来
る
と
い

う
流
れ
だ
。
ま
た
新
入
生
は
、

落
語
に
使
用
す
る
三
味
線
か
太

鼓
を
選
択
し
、
練
習
す
る
期
間

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
入
部
後

は
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
れ
も
充
実
し
た
活
動
を
行

え
る
証
拠
で
あ
る
。
部
員
の
皆
で

落
語
を
見
せ
合
い
、
意
見
を
交
換

し
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
甲
山
落
語
研
究
会
と
し

て
の
大
き
な
大
会
は
、
毎
年
２

月
、
桂
文
枝
さ
ん
主
催
で
行
わ
れ

る
「
策
伝
大
賞
」
と
、
毎
年
８
月

に
行
わ
れ
る
「
て
ん
し
き
杯
」
の

２
大
会
だ
。
通
常
の
落
語
な
ら
20

～
30
分
の
時
間
が
与
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
、「
策
伝
大
賞
」で
は
６
分
、

「
て
ん
し
き
杯
」
で
は
10
分
と
い

う
短
い
時
間
し
か
与
え
て
も
ら
え

ず
、
そ
の
中
で
個
性
を
最
大
限
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
策

伝
大
賞
」
に
は
毎
年
15
人
ほ
ど
の

部
員
が
参
加
し
、
昨
年
は
部
か
ら

決
勝
進
出
が
１
人
、「
て
ん
し
き

杯
」
で
は
毎
年
５
人
ほ
ど
の
部
員

が
参
加
し
、
昨
年
は
こ
ち
ら
も
決

勝
進
出
が
１
人
と
い
う
、
難
易
度

の
高
い
大
会
だ
そ
う
だ
。

　

代
表
の
松
山
直
樹
さ
ん
（
商
・

年間スケジュール
２月　全日本学生落語選手権策伝大賞
３月　春合宿、若手関関戦
４月　新歓
５月　確定新歓、芸名発表
６月　関関立寄席
８月　寄席文字練習、お囃子練習、夏合宿
９月　学際寄席
10月 ２回生寄席
11月 １回生寄席
12月 ３回生寄席、幹部交代

基本情報
活動場所　新学生会館３階和室１

活動日時　毎日

部　員　数　32人

連　絡　先　松山直樹

ffu30562@kwansei.ac.jp

　

ユ
ネ
ス
コ
研
究
部
は
、
旅

を
通
し
て
世
界
遺
産
や
文
化

遺
産
を
深
く
知
る
部
活
で
あ

る
。
代
表
の
木
上
裕
之
さ
ん

（
法
・
３
）
は
「
大
学
生
活

の
楽
し
み
の
一
つ
に
旅
行
が

あ
る
。
旅
行
で
は
有
名
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
回
る
事
が
多

い
が
、
そ
の
中
に
は
世
界
遺
産

な
ど
も
多
い
」
と
話
し
、
そ
う

し
た
史
跡
を
深
く
知
る
こ
と

で
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と

が
こ
の
部
活
の
醍
醐
味
で
あ

る
と
話
し
た
。

　

普
段
は
世
界
遺
産
検
定
の

取
得
を
目
指
し
て
勉
強
し
て

い
る
。
部
員
間
の
仲
も
よ
く
、

日
々
の
ん
び
り
と
し
た
空
気

が
流
れ
て
い
る
。「
旅
は
一
緒

に
行
く
人
と
楽
し
む
こ
と
が

大
事
。
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
普
段
か
ら
大

事
に
し
て
い
る
」
と
木
上
さ
ん

は
語
る
。

　

長
期
休
暇
に
行
わ
れ
る
合

宿
で
は
、
普
段
培
っ
た
知
識
を

深
め
る
た
め
に
様
々
な
史
跡

を
訪
ね
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
研

究
部
。
木
上
さ
ん
は
広
島
の
宮

島
に
行
っ
た
事
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
と
話
し
、「
海
の

上
に
鳥
居
や
能
の
舞
台
が
あ

り
、
ま
た
牡
蠣
な
ど
の
お
い
し

い
も
の
も
堪
能
で
き
た
」
と
振

り
返
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
昨

年
の
夏
は
石
見
銀
山
や
出
雲

大
社
、
鳥
取
砂
丘
を
訪
ね
、
今

年
の
３
月
に
は
比
叡
山
延
暦

寺
と
金
沢
を
訪
ね
た
そ
う
だ
。

　

最
後
に
新
入
生
に
向
け
て

「
旅
行
が
好
き
な
人
、
世
界
遺

産
に
興
味
が
あ
る
人
、
そ
し
て

大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
人

は
ぜ
ひ
部
室
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
木
上
さ
ん
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。
４
月
中
旬
に
は

新
歓
コ
ン
パ
・
新
歓
遠
足
が
、

５
月
に
は
新
歓
キ
ャ
ン
プ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る

人
は
一
度
ユ
ネ
ス
コ
研
究
部
の

扉
を
た
た
い
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

基本情報
活動場所　新学生会館３階

　　　　　ユネスコ研究部 部室

活動日時　平日の昼休み、空きコマ

部　員　数　38人

連　絡　先　Uneso2016@yahoo.co.jp

年間スケジュール
４月　新歓コンパ、新歓遠足
５月　新歓キャンプ
６月　世界の料理大会
９月、10月夏合宿
11月　秋遠足
12月　クリスマスパーティー
２月　冬合宿
３月　追いコン、春合宿

３
）
は
「
こ
れ
ま
で
は
学
年
ご

と
に
寄
席
を
行
っ
て
い
た
が
、

部
全
体
で
の
寄
席
を
大
き
な

ホ
ー
ル
で
行
う
な
ど
、
今
後
は

新
し
い
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
お
客
さ

ん
に『
ま
た
来
た
い
！
』と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
落
語
を
披

露
し
続
け
た
い
」
と
、
今
後
の

抱
負
を
熱
く
語
っ
た
。
お
笑
い

の
聖
地
で
あ
る
関
西
に
い
る
か

ら
に
は
、
一
度
甲
山
落
語
研
究

会
を
覗
い
て
、
笑
い
に
触
れ
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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総
部
放
送
局

K
w
an

sei G
akuin

 B
road

castin
g

　

総
部
放
送
局
は
、
本
学
唯
一

の
放
送
団
体
で
あ
る
。
活
動
は

３
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
派
生
す
る

５
つ
の
研
究
部
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
る
。

　

一
つ
目
は
「
ア
ク
タ
ー
パ
ー

ト
」
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ト
に

は
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
部
」
と

「
ド
ラ
マ
研
究
部
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。「
ア
ナ
ウ
ン
ス
研

究
部
」
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

技
術
の
向
上
を
目
標
に
原
稿
読

み
や
Ｍ
Ｃ
業
務
な
ど
を
行
い
、

「
ド
ラ
マ
研
究
部
」
は
演
技
力

の
向
上
を
目
標
に
俳
優
、
女
優

と
し
て
活
動
す
る
。

　

二
つ
目
は
「
ミ
キ
サ
ー
パ
ー

ト
」
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ト
に

は
「
技
術
研
究
部
」
の
み
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
主
に
放
送
機

材
の
取
り
扱
い
や
映
像
編
集
を

行
う
。

　

三
つ
目
は
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

パ
ー
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー

ト
に
は「
制
作
研
究
部
」と「
報

道
研
究
部
」
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。「
制
作
研
究
部
」
は
主
に

ド
ラ
マ
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
品
の
制
作
を
行
い
、「
報
道

研
究
部
」
は
取
材
活
動
を
通
し
て

ニ
ュ
ー
ス
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
番
組
制
作
を
行
う
。

　

入
部
後
は
、
基
本
的
に
希
望
の

研
究
部
に
所
属
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、「
ア
ク
タ
ー
パ
ー
ト
」
は

人
数
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

　

活
動
内
容
も
多
種
多
様
で
あ

る
。
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
昼

休
み
の
時
間
に
行
わ
れ
る
お
昼
の

放
送
や
、
春
と
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
講
演
会
や
地
域
の
お
祭
の

Ｍ
Ｃ
依
頼
、
他
団
体
の
Ｐ
Ｖ
依
頼

を
請
け
負
う
な
ど
、
そ
の
活
動
域

は
学
内
外
を
問
わ
な
い
。
ま
た
映

像
作
品
や
実
況
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
優

秀
な
成
績
を
残
し
て
い
る
。
様
々

な
部
署
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
れ
ら
の
多
岐
に
渡
る
活
動

を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。

　

第
65
代
局
長
で
あ
る
後ご

藤と
う

田だ

甫は
じ
め

さ
ん
（
社
・
３
）
は
、
総
部
放

送
局
の
魅
力
に
つ
い
て
「
メ
デ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
人
に
と
っ
て

は
、
う
っ
て
つ
け
の
部
活
動
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。
彼
自
身

は
制
作
研
究
部
の
所
属
。
テ
レ

ビ
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
脚

本
家
を
志
し
て
い
た
こ
と
が
総
部

放
送
局
の
入
部
、
ひ
い
て
は
制
作

研
究
部
の
所
属
を
決
め
る
理
由
と

な
っ
た
そ
う
だ
。そ
の
一
方
で「
部

員
の
中
に
は
、
人
前
に
立
つ
こ
と

へ
の
苦
手
意
識
を
克
服
す
る
た
め

に
、
あ
る
い
は
何
か
新
し
い
こ
と

や
珍
し
い
こ
と
を
始
め
た
く
て
入

部
し
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
こ
と
で
、
総
部
放
送
局

の
間
口
の
広
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

取
材
当
日
は
、
新
入
生
歓
迎
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル

が
行
わ
れ
て
い
た
。
リ
ハ
ー
サ

ル
の
風
景
は
掲
載
さ
れ
て
い

る
写
真
か
ら
確
認
し
て
ほ
し
い

が
、
寒
空
の
中
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
あ
っ
た
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
こ
の
仲
の
良
さ
が

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ

て
い
る
秘
訣
な
の
だ
ろ
う
と
悟

ら
せ
て
く
れ
た
。「
お
昼
ご
飯

を
食
べ
る
つ
い
で
に
、
気
軽
に

部
室
に
来
て
ほ
し
い
」
と
の
こ

と
な
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

ぜ
ひ
部
室
ま
で
行
っ
て
み
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。
楽
し
い
話
が
聞

け
る
か
も
し
れ
な
い
。

基本情報
活動場所　新学生会館２階 総部放送局部室
活動日時　昼の放送…12：45～13：20
　　　　　パートごとの会議
　　　　　アクターパート…火・木・土
　　　　　ミキサーパート…必要な時に
　　　　　ディレクターパート…金
部　員　数　約70人
連　絡　先

Twitterのアカウント（@KGBbroadcast）
 　までダイレクトメッセージを！

年間スケジュール
４月７，８日　春の放送祭屋外イベント

「KGだョ！関学生全員集合ぉ～ぅ」＠プラザ
９日　お花見＠芦屋川
13，14日　春の放送祭りOpen On-Air

「関学生の知らない世界」＠新学生会館前プラザ
15日　春の放送祭りOpen On-Air
　　　「関学生の知らない世界」＠局室
５月７，８日　オリエンテーションキャンプ
　　　　　　＠千刈キャンプ場
21日　新歓コンパ＠西宮北口
　　　（日時未定）On-Air Live!!
６月　（日時未定）On-Air Live!!
７月　１年生新人番組作成
８月　全局合宿
９月　１年生お昼のニュースデビュー
10月　秋の放送祭準備
11月　秋の放送祭
　　　（日時未定）On-Air Live!!
12月　代替わり時期
　　　（日時未定）On-Air Live!!

※毎月一回定例総会あり

い
け
ば
な
部

　

部
屋
の
外
か
ら
聞
こ
え
る
体

育
会
部
員
の
声
や
楽
器
の
音
と

は
反
対
に
室
内
に
は
ピ
ン
と
し

た
空
気
が
張
り
詰
め
、
部
員
は

花
と
一
対
一
で
向
き
合
う
。
月

曜
日
の
好
き
な
時
間
に
こ
こ
を

訪
れ
、花
を
生
け
て
い
る
の
は
、

い
け
ば
な
部
で
あ
る
。

　

い
け
ば
な
部
は
、「
草
月
流
」

と
い
う
流
派
で
週
に
一
度
花
を

生
け
て
い
る
。
部
員
た
ち
は
、

テ
キ
ス
ト
の
単
元
に
沿
っ
て
多

く
の
生
け
方
を
学
ぶ
。
本
学
の

い
け
ば
な
部
出
身
で
あ
る
専
属

の
美み

香こ
う

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

下
、
花
を
仕
上
げ
て
い
く
。

　

テ
キ
ス
ト
の
単
元
が
す
べ
て

修
了
す
る
と
級
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
就
職
活
動
の
際
に
履
歴

書
に
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
励
ん
で
級
を
取
得
す
る

学
生
も
多
い
。

　

部
員
の
津
島
彩
花
さ
ん（
文
・

２
）
は
、
部
の
印
象
に
つ
い
て

「
人
数
が
少
な
く
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
」
だ
と
話
す
。 

　

い
け
ば
な
に
使
う
花
は
、
花

屋
さ
ん
に
自
分
た
ち
で
注
文
す

る
。
華
展
な
ど
の
、
特
別
な
行

事
の
時
は
自
分
た
ち
で
好
き
な

花
を
選
ぶ
。
一
方
、
普
段
の
部

活
動
で
は
、
店
側
が
季
節
に

合
っ
た
花
を
届
け
る
た
め
、
花

が
届
く
ま
で
生
け
る
花
が
分
か

ら
ず
、
今
日
は
ど
ん
な
花
が
届

い
て
い
る
の
か
、
毎
回
楽
し
み

だ
と
い
う
。

　

話
を
聞
い
て
い
る
と
き
の
笑

顔
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
花

を
生
け
て
い
る
と
き
の
彼
女
は

真
剣
そ
の
も
の
。
美
香
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
桃
や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
た
く

さ
ん
の
花
材
を
使
っ
て
、
花
器

の
中
に
大
き
な
「
華
」
を
咲
か

せ
た
。 

　

津
島
さ
ん
は
今
回
生
け
た
花

に
つ
い
て
「
花
の
中
で
一
番
好

き
な
ガ
ー
ベ
ラ
を
生
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
生
の
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
生
け
た
た
め
、

う
ま
く
で
き
た
と
思
う
」
と
笑

顔
に
。
い
け
ば
な
に
つ
い
て
は

「
先
生
に
指
導
さ
れ
て
、
完
成

作
品
を
見
る
時
に
一
番
や
り
が

い
を
感
じ
る
」
と
語
る
。

　

毎
年
、
５
月
と
秋
の
大
学
祭

で
旧
学
生
会
館
に
お
い
て
華
展

を
開
催
し
て
い
る
。

　

「
和
」
の
空
気
に
触
れ
、
静

か
で
、
ど
こ
か
張
り
の
あ
る
、

い
け
ば
な
部
。
大
学
に
入
り
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
新

入
生
は
ぜ
ひ
一
度
、
部
室
を
訪

れ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

基本情報
活動場所　新学生会館３階

いけばな部 部室
活動日時　毎週月曜日
　　　　　３限後から５限後
部　員　数　４人
連　絡　先
　ejw04796@kwansei.ac.jp
　mso0811@icloud.com

年間スケジュール

５月　華展

　　　大学祭 華展

12月　華展

新歓やります！ 
４月 15日（金）5限後 
＠部室（新学生会館３F） 

新歓
４月
＠部

⭐

部 （新学 会館 ）部
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大
学
生
に
よ
る
大
学
生
の
た
め
の
大
学
生
活
コ
ラ
ム

vol.5.v

　

第
５
回
目
と
な
る
「
お
す
す
め

の
お
店
探
し
隊
」。
今
回
紹
介
す

る
の
は
、
小
林
に
店
を
構
え
る
ハ

ン
バ
ー
グ
と
カ
リ
ー
の
店
、「
黒

ひ
げ
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
伊
丹
に

あ
る
「
ジ
ャ
ン
ク
」
の
オ
ー
ナ
ー

が
２
店
舗
目
と
し
て
昨
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
だ
。

　

店
名
の
「
黒
ひ
げ
」
は
、カ
レ
ー

が
日
本
に
伝
来
し
た
当
時
、
文
化

の
橋
渡
し
役
を
し
て
い
た
船
、
そ

の
中
で
も
船
旅
を
脅
か
し
た
有
名

な
海
賊
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ィ
ー

チ
の
別
名
に
由
来
し
て
い
る
。

　

店
内
は
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
漂
い
、
さ
な

が
ら
西
部
劇
の
中
に
存
在
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
ま

た
、
所
々
に
帆
船
の
模
型
な
ど
も

飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
装
飾

は
オ
ー
ナ
ー
自
ら
集
め
て
い
る
も

　

オ
ー
ナ
ー
お
す
す
め
の
一
品

は
「
大
人
の
黒
ひ
げ
カ
リ
ー
」

（
￥
９
９
０
）。
店
名
で
あ
る
黒
ひ

げ
の
「
黒
」
と
黒
毛
和
牛
の
「
黒
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
カ
レ
ー

は
、
黒
ご
ま
ペ
ー
ス
ト
と
黒
糖
を

使
っ
て
お
り
辛
す
ぎ
な
い
、
だ
が

大
人
の
味
と
い
う
ス
パ
イ
シ
ー
さ

を
醸
し
出
し
て
い
る
。
一
口
ほ
お

ば
る
と
、
玉
ね
ぎ
と
牛
肉
の
う
ま

み
で
口
の
中
が
満
た
さ
れ
、
カ

レ
ー
に
対
す
る
概
念
が
変
わ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

開
店
か
ら
半
年
し
か
経
っ
て
い

な
い
が
、
地
元
民
に
愛
さ
れ
る
存

在
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
黒
ひ
げ
」。

オ
ー
ナ
ー
の
こ
だ
わ
り
が
隠
さ
れ

て
い
る
そ
の
味
は
ま
さ
に
「
大
人

の
味
」
で
あ
る
。

☆基本情報☆

◦住所：兵庫県宝塚市小林5−9−85

◦アクセス：阪急今津線「小林」下車、

　　　　　　徒歩5分

◦営業時間：11時～22時

　　　　　　（ランチ11時～15時）

◦定休日：不定休

◦TEL：0797−69−6129

◦100円OFF　　◦アルバイト募集

の
だ
と
い
う
。

　

メ
ニ
ュ
ー
の
柱
と
な
っ
て
い
る

の
は
カ
レ
ー
と
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ス

テ
ー
キ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

カ
レ
ー
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
思

い
は
熱
い
。
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た

本
格
カ
レ
ー
で
は
な
く
、
昔
な
が

ら
の
洋
風
カ
レ
ー
を
作
り
た
い
と

い
う
一
心
で
作
ら
れ
た
カ
レ
ー
に

は
、
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
玉
ね
ぎ
で
あ
る
。

う
ま
み
を
引
き
出
す
た
め
、
カ

レ
ー
の
中
に
３
通
り
の
炒
め
方
を

し
た
玉
ね
ぎ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
味

の
深
み
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
挽
肉
を
使
っ
て
い
る
点
も

オ
ー
ナ
ー
の
こ
だ
わ
り
だ
。
牛
肉

の
う
ま
み
を
最
大
限
生
か
す
た
め

の
秘
策
で
あ
る
。

素
敵
と
い
う
も
の
が
お
に
ぎ
り
の

梅
干
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
梅
干
は
背
中
に
つ
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界

中
誰
の
背
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
色

や
味
の
梅
干
が
つ
い
て
い
て
、
で

も
、背
中
に
つ
い
て
い
る
せ
い
で
、

せ
っ
か
く
の
梅
干
が
見
え
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
に
は
何

も
な
い
よ
う
、
真
っ
白
な
お
米
だ

よ
う
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
の

に
、
背
中
に
は
ち
ゃ
ん
と
梅
干
が

つ
い
て
い
る
の
に
」。
そ
し
て
透

は
こ
う
続
け
る
。「
誰
か
を
う
ら

や
ま
し
い
と
思
う
の
は
、
他
人
の

背
中
の
梅
干
な
ら
見
え
る
か
ら
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

　

自
分
の
長
所
は
見
え
に
く
い
。

一
方
で
、
人
は
一
人
ひ
と
り
長
所

て
に
通
ず
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の

た
め
、
も
し
こ
の
よ
う
な
質
問
を

す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
言
葉
に

詰
ま
り
、
し
ま
い
に
は
聞
い
て
も

い
な
い
の
に
自
分
の
短
所
を
語
り

出
す
の
が
目
に
見
え
る
。

　

少
女
漫
画
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
本
田
透 

は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩
む
友

人
に
対
し
て
こ
う
話
す
。「
人
の

　

「
あ
な
た
の
長
所
は
何
で
す

か
？
」。
不
意
に
誰
か
に
そ
う
尋

ね
ら
れ
た
時
、
皆
さ
ん
は
何
と
答

え
る
だ
ろ
う
か
。「
隣
の
芝
生
は

青
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
も
あ

る
よ
う
に
、
人
は
何
で
も
他
人
の

も
の
は
良
く
見
え
、
自
分
の
も
の

は
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
の
性

格
、
外
見
、
立
場
や
境
遇
等
、
全

を
持
っ
て
お
り
、
自
分
以
外
の
周

り
の
人
は
き
ち
ん
と
そ
の
存
在
に

気
づ
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

「
梅
干
」
を
使
っ
て
言
い
表
し
た
、

透
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
こ
の
言
葉

は
非
常
に
的
を
射
て
い
る
と
い
え

る
。

　

今
、
希
望
に
満
ち
た
春
と
と
も

に
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
新

た
な
門
出
を
前
に
、
自
分
に
自
信

が
持
て
ず
最
初
の
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
で
い
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
ん
な
人
に
は
、
こ
の

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
思
い

出
し
て
欲
し
い
。
あ
な
た
の
背
中

に
も
あ
な
た
だ
け
の
「
梅
干
」
が

つ
い
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
「
梅

干
」
を
う
ら
や
む
人
も
必
ず
い
る

と
い
う
こ
と
を
。

『
誰
か
を
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
の
は
、

　

他
人
の
背
中
の
梅
干
な
ら
見
え
る
か
ら

　

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

透

大人の黒ひげカリー（¥990）

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
周

囲
の
人
々
と
上
手
く
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
新
た
な
環
境
、
人
と
の
出
会
い
が
未
熟
だ
っ
た

私
の
自
立
心
を
育
て
、
改
め
て
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え

る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
出
会
い
」
は
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、
意
味
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
は
自
分
の
考
え
方
次
第
で
、
無
く
す
こ

と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
出
会
い
を
大
切
に
し
、
よ
り

深
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
幸
せ
は
大
き
い
。

大
学
生
は
サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
多
く

の
「
出
会
い
」
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
環
境
の
変
化
を
上

手
く
利
用
し
、
１
つ
１
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
今
、
初
心
に
返
っ
て
自
分
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
新
入
生
に
は
卒
業
す

る
時
に
後
悔
が
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
大
学
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
。

（
※
今
号
は
連
載
「
教
授
の
背
中
」
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　

環
境
の
変
化
は
人
々
の
自
立
心
を
育
て
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
哲
学
者
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
「
人
は
安
定
し
た
場
所

で
は
考
え
よ
う
と
し
な
い
生
き
物
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

つ
ま
り
、
自
分
に
と
っ
て
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
周
囲

の
環
境
に
よ
っ
て
、人
は
「
考
え
る
」
と
い
う
行
為
を
怠
っ

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
が
「
考
え
さ
せ
ら
れ
る
」

の
は
、新
し
い
人
や
物
事
と
の「
出
会
い
」の
瞬
間
で
あ
る
。

　

私
の
家
族
は
父
の
仕
事
の
都
合
上
、
転
勤
が
多
か
っ

た
。
国
内
だ
け
で
も
３
か
所
は
移
動
し
た
。
慣
れ
て
き
た

頃
に
は
転
勤
が
決
ま
る
、
と
い
う
生
活
で
あ
る
。
私
は
次

第
に
新
し
い
環
境
で
も
周
囲
の
人
々
に
自
分
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
努
力
を
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
転
勤
が
決
ま
り
新
し
い
生
活
を
送
る
中

で
、
私
は
自
分
の
意
思
や
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
気
づ
い
た
。
周
囲
に
日
本
語
を
話
す
者
は
ほ
と
ん
ど

お
ら
ず
、
必
然
的
に
英
語
を
使
っ
て
「
自
分
は
こ
う
い
う

人
間
だ
」「
私
は
こ
う
考
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
人
々

後悔のない大学生活を
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梅
は
、
静
か
に
花
び
ら
を
落
と
そ
う
と
し
て
い
た
。
今
の
私
は
、
き
っ

と
こ
れ
に
似
た
姿
を
し
て
い
る
。

　

私
は
羨
ん
で
い
た
。
季
節
の
隙
間
、
す
れ
違
う
瞬
間
ま
で
手
を
伸
ば

し
た
。
で
も
触
れ
ら
れ
な
い
。
も
う
戻
れ
な
い
こ
と
も
、
知
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
あ
の
日
書
い
た
手
紙
が
机
の
引
き
出
し
か
ら
届
い
た
。
速
く

進
み
過
ぎ
た
時
間
の
せ
い
で
消
し
き
れ
な
か
っ
た
記
憶
が
、
そ
れ
を
破

り
捨
て
た
。

　

理
想
を
現
実
に
落
と
し
込
む
の
は
難
し
い
。
理
想
を
切
り
崩
し
て
い

く
こ
と
も
難
し
い
。
簡
単
な
問
題
を
先
に
解
い
て
い
た
ら
、
一
番
配
点

の
高
い
大
問
を
解
か
な
い
ま
ま
試
験
時
間
が
終
わ
っ
た
よ
う
な
感
覚
だ
。

　

頭
に
落
ち
て
き
た
花
弁
を
取
り
上
げ
る
。
途
端
に
強
く
風
が
吹
い
て
、

髪
の
毛
が
目
に
か
か
っ
た
の
を
振
り
払
っ
た
。
目
を
開
け
た
ら
指
先
か

ら
花
弁
は
消
え
て
い
た
。
淋
し
さ
が
脳
裏
に
よ
ぎ
っ
た
。
後
悔
の
兆
し

が
見
え
る
。

　

そ
れ
で
も
、袴
か
ら
着
替
え
た
ス
ー
ツ
は
、い
つ
も
よ
り
緩
く
感
じ
た
。

行
き
か
う
人
々
は
楽
し
そ
う
だ
。
華
や
か
さ
ば
か
り
圧
し
だ
す
今
日
は
、

ゆ
っ
く
り
と
培
っ
た
憂
鬱
を
隠
し
て
し
ま
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
明

日
に
な
っ
た
ら
、
育
て
て
き
た
悪
い
も
の
ば
か
り
残
る
気
が
す
る
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

少
し
向
こ
う
の
方
、
私
に
手
を
振
っ
て
い
る
少
女
が
い
る
。
私
服
に

身
を
包
ん
だ
彼
女
は
、
記
念
日
の
主
役
た
ち
よ
り
も
輝
い
た
笑
顔
で
駆

け
寄
っ
て
き
た
。

「
迷
っ
ち
ゃ
っ
た
。
大
学
っ
て
ほ
ん
と
に
広
い
よ
ね
」

　

息
を
切
ら
し
な
が
ら
も
若
々
し
く
第
一
声
を
発
し
、
は
に
か
ん
だ
ま

ま
私
を
見
上
げ
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
だ
ね
」

　

そ
し
て
次
の
瞬
間
に
は
深
く
お
辞
儀
を
す
る
。
出
会
っ
た
こ
ろ
か
ら
、

未
だ
忙
し
な
い
。
私
は
笑
っ
た
。

「
四
月
か
ら
は
、
今
度
は
あ
な
た
が
こ
こ
に
通
っ
て
る
ん
だ
よ
」

　

冗
談
交
じ
り
に
言
う
と
、
少
女
は
に
っ
こ
り
嬉
し
そ
う
に
「
そ
う
だ

よ
！
」
な
ん
て
、
わ
ざ
と
ら
し
く
手
を
叩
い
て
み
せ
た
。
私
も
こ
ん
な

風
だ
っ
た
か
、
そ
れ
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
以

前
の
性
格
や
感
情
に
靄
が
か
か
っ
て
、
振
り
返
っ
て
み
て
も
見
え
な
く

な
っ
て
い
た
。
は
っ
き
り
と
映
る
よ
う
だ
っ
た
ら
ま
た
違
っ
て
い
た
の

か
、
ど
う
だ
ろ
う
。

　

桜
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
思
え
ば
高
校
生
の
半

ば
か
ら
、
苦
労
の
先
に
咲
く
花
を
、
待
ち
望
ん
で
い
た
よ
う
な
。
あ
あ
、

う
っ
す
ら
と
見
え
た
。
で
も
、
そ
の
真
意
は
定
か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

言
い
た
い
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
私
は
隣
に
た
た
ず
む
少
女
の
背
中

を
軽
く
叩
い
た
。

「
桜
並
木
が
綺
麗
だ
か
ら
、
入
学
式
の
時
ま
で
咲
い
て
た
ら
い
い
ね
」

　

頷
き
合
っ
て
、
私
た
ち
は
歩
き
出
し
た
。

『
ば
い
ば
い
、
お
う
お
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭 

瑠
琉

　 今 回 のK.G.studioは 部 室 だ よ り とK.G. 
PEOPLEです。部室だよりでは卒業アルバム委
員会委員長の中野桜さんに、K.G.PEOPLEでは
宗教総部副総部長の中野有輝さんにお話を伺い
ました。

し
た
学
生
組
織
だ
。
中
野
さ
ん

は
、
宗
教
総
部
の
活
動
を
す
る
一

方
で
、
六
二
が
行
う
会
議
の
議
長

と
し
て
も
活
躍
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、
宗
教
総
部
の

中
で
も
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
、
本
学
が
所
有
す

る
三
田
市
の
千
刈
キ
ャ
ン
プ
で
、

子
ど
も
や
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
生

活
の
手
伝
い
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
た
。「
関
学
独
自
の

部
活
動
で
、
す
ご
く
や
り
が
い

が
あ
る
。
中
高
と
個
人
競
技
の

部
活
動
を
や
っ
て
き
た
が
、
宗

教
総
部
の
活
動
を
通
し
て
キ
ャ

ン
プ
リ
ー
ダ
ー
同
士
で
協
力
し
た

り
、
子
ど
も
の
体
調
に
気
を
配
っ

た
り
と
人
に
気
を
遣
う
こ
と
を
学

ん
だ
」
と
中
野
さ
ん
は
話
す
。
そ

の
宗
教
総
部
の
副
総
部
長
に
な
っ

　

今
回
取
材
し
た
の
は
、
宗
教
総

部 

副
総
部
長
で
、
中
央
協
議
会

残
存
公
認
自
治
団
体
連
絡
会
議
の

議
長
を
務
め
た
中
野
有
輝
さ
ん

（
文
・
２
０
１
６
年
卒
）
だ
。
中

央
協
議
会
残
存
公
認
自
治
団
体
と

は
、
関
西
学
院
大
学
学
生
会
の
中

で
活
動
を
続
け
て
い
る
公
認
団
体

の
集
ま
り
で
あ
り
、
通
称
六
総
部

二
自
治
会
（
以
下
六
二
）
と
呼
ば

れ
る
。
い
わ
ば
中
学
校
や
高
校
の

生
徒
会
の
よ
う
な
も
の
で
、
本
学

を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
目
的
と

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
六
二
の

活
動
と
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

既
に
知
っ
て
い
る
人
も
い
る
と

思
う
が
、
４
月
１
日
よ
り
新
し
い

学
生
組
織
で
あ
る
「
学
生
連

盟
」
が
発
足
す
る
。
そ
の
学

生
連
盟
発
足
に
向
け
、
中
心

と
な
り
下
準
備
を
し
て
き
た

の
が
中
野
さ
ん
だ
。
苦
労
し

た
点
に
つ
い
て
中
野
さ
ん
は

「
学
生
連
盟
を
立
ち
上
げ
る

に
あ
た
り
、
そ
の
立
ち
位
置

を
確
立
す
る
の
が
大
変
だ
っ

た
。
主
体
性
を
持
っ
て
各
団

体
の
学
生
組
織
に
対
す
る
考

え
方
や
捉
え
方
を
ま
と
め
る
こ
と

を
意
識
し
た
」
と
語
る
。
学
生

連
盟
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、

六
二
の
活
動
で
は
制
限
さ
れ
て
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
学
院
側
に
も
認
め
て

も
ら
え
る
。

　

今
後
の
学
生
連
盟
の
活
動
の
幅

が
広
が
る
こ
と
に
、
中
野
さ
ん
は

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。「
今

ま
で
学
生
は
保
守
的
な
立
場
に

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
た

ち
で
積
極
的
に
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
学
生
連
盟

は
、
関
学
生
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
活

動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
ま
た
、

新
入
生
に
対
し
て
「
大
学
生
活
が

終
わ
っ
た
と
き
に
誇
れ
る
何
か
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
僕

は
宗
教
総
部
や
六
二
で
の
活
動
を

誇
り
に
思
う
。
大
学
生
活
は
可
能

性
に
満
ち
て
い
る
。自
分
で
考
え
、

自
分
の
色
を
出
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

♯17．
中野　有輝さん（文・2016卒）
宗教総部 副総部長

上
げ
て
い
ま
す
。 

新
：
と
い
う
こ
と
は
作
っ
た
時
の

や
り
が
い
も
ひ
と
し
お
で
す
ね
。 

中
：
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
は
年

度
毎
に
一
つ
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

創
り
上
げ
る
た
め
、
撮
影
や
ペ
ー

ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
作
成
な
ど
を
１
年

間
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
ル
バ
ム
の
出
来
上
が
り

を
見
た
瞬
間
が
一
番
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
ね
。努
力
が
形
に
な
り
、

卒
業
生
の
手
に
渡
り
一
生
の
思
い

出
と
し
て
何
十
年
も
残
さ
れ
る
こ

と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。 

新
：“
委
員
会
”
と
い
う
こ
と
で

ほ
か
の
部
活
動
と
の
違
い
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

中
：
そ
う
で
す
ね
。
ア
ル
バ
ム
制

作
を
通
し
て
印
刷
会
社
を
は
じ

め
、
大
学
の
先
生
や
職
員
さ
ん
、

事
務
室
や
他
の
部
活
動
、
サ
ー
ク

ル
な
ど
普
段
接
点
の
な
い
方
と
関

わ
り
を
持
ち
、
改
め
て
学
校
の
仕

組
み
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
経
験
か
ら
社
会
人
と

し
て
の
常
識
や
知
識
も
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
の
も
他
の
部
活
動
と
は

違
う
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

新
：
活
動
上
、
大
変
な
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

中
：
撮
影
に
は
本
格
的
な
カ
メ
ラ

を
使
う
の
で
、
そ
れ
を
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
上
回
生
が
基
本
的
に

指
導
に
当
た
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

少
し
で
も
漏
れ
が
あ
る
と
大
き
な

ミ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
、
部
員
同

士
が
互
い
に
気
を
配
り
あ
い
、
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
気
が
抜

け
ま
せ
ん
ね
。
さ
て
、
新
学
期
を

迎
え
ま
す
が
今
後
の
方
針
や
新
入

生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り

ま
す
か
。 

中
：
昨
年
度
は
部
員
も
少
な
く
、

一
人
当
た
り
の
作
業
量
が
多
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
三
田
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
委
員

会
と
も
連
携
し
て
新
入
生
勧
誘
な

ど
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
委
員
会
は
日
々
、
和
気

あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
関
学

の
「
思
い
出
」
を
作
り
ま
し
ょ

う
!!

新
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
委
員
会
は

Twitter

やFacebook

も
や
っ
て

い
る
の
で
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
!!

卒業アルバム委員会
vol.16vol.16

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
委
員
会
委
員
長
の

中
野
桜
さ
ん
（
社
・
４
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
野
さ
ん
（
以
下
、
中
）：
関
西

学
院
大
学
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、

そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
委
員
会

の
部
員
た
ち
が
手
掛
け
て
い
ま

す
。「
良
い
も
の
を
安
く
、
自
分

た
ち
の
思
い
出
と
な
る
ア
ル
バ
ム

を
自
分
た
ち
の
手
で
」
を
活
動
理

念
に
、
日
々
制
作
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

新
：
な
る
ほ
ど
。
自
分
た
ち
の
手

で
思
い
出
を
紡
い
で
い
く
わ
け
で

す
ね
。

中
：
は
い
。
毎
年
４
年
生
か
ら
１

年
生
ま
で
全
学
年
が
協
力
し
、
実

際
に
関
学
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
る
学
生
の
視
点
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
大
学
に
は
な

い
独
自
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
創
り

部員数：15名
活動日：月曜日
　　　　18時45分～21時
部　室：新学生会館2階
　　　　卒業アルバム委員会部室
連絡先：kg-album@live.jp

卒業アルバム委員会

誇りを持った４年間
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今号は新入生が大学生活を
成功させるための秘訣をお
教えします。ライバルに差
をつけるスタートダッシュ
を決めよう！

大学スタートダッシュ特集
大
学
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

　

成
功
者
Ｍ
先
輩
へ
の

　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｍ先輩

趣味：音楽鑑賞
　　　ダーツ
好きなアーティスト：

西野カナ

　

大
学
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
成

功
さ
せ
、
今
で
は
本
学
一
の
リ
ア

充
と
な
っ
た
Ｍ
先
輩
（
仮
名
）
に

お
話
し
を
伺
っ
た
ぞ
！
み
ん
な
も

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
考
に
大

学
デ
ビ
ュ
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

現
在
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
先
輩
（
以
下
、
Ｍ
）：（
取
材
当

時
は
春
休
み
）
先
週
ま
で
男
女
グ

ル
ー
プ
で
沖
縄
旅
行
に
、
先
々
週

は
北
海
道
に
ス
ノ
ボ
旅
行
へ
行
っ

て
い
ま
し
た
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

の
無
い
日
は
年
間
パ
ス
を
持
っ
て

授業の極意

休み時間 友人関係の極意

　関学に入学すると、まずは時間割を組む必要がある。必修以外の多くの授業は自分で
選択して組めるが、学部によってはそれを履修しないと特定の授業が受けられない授業
があるなどするため、先輩等の助言を得るのが賢明だ。
　講義形式の授業では、よく「レジュメ」と呼ばれるプリントを使う。配られる授業も
あるが、自分でLUNAというwebサービスにアクセスし印刷することも多い。教科書を
使う授業もある。なお、講義形式の授業には、レポート等の課題が全く出ず出席点が無
いものがある。それはテストの結果が単位に直結することを意味し、注意が必要だ。ま
た、座席指定もほぼ無い。
　講義形式の授業では、教授がスライドを使うことも多い。それがレジュメに記載のな
い内容やテスト関係の内容の場合、学生は携帯で写真を撮りまくるが、シャッター音は
迷惑になるため、無音カメラを使うべきだ。というか、本来は書き写すのが道理といえる。
　また、大教室での授業は時に無法地帯と化す。ニット帽を被り授業を受ける学生も散
見される。後ろの席にいくにつれ頭を垂れ意識を失っている学生が増え、雑談・カード
ゲーム・飲食をする学生もいる。自ら落単の道を突き進んでいることを彼らは知らない。
　さらに、自ら授業を休む自主休講や、自ら学校を休む自主全休をする学生もいる。彼
らはテスト前になるとレジュメ集めに奔走し、友人のものを有料コピーすることになる。
結局お金の無駄なので、授業はちゃんと出席しよう。
　言語の授業では少人数形式が取られている。教授により授業の進め方は全く違う。ま
た、フランス語やドイツ語を履修している学生はその難しさに発狂する者もいる。中国
語や朝鮮語は比較的習得しやすいようだ。言語の授業は出席点が高いもの、座席指定が
あるものも多い。言語の再履修だけは何としても避けたいところ。

　休み時間の過ごし方も様々だ。まずは、探検がてら構内をウロつくのも悪くない。中
央芝生で寝てみたり、西日本最大級と言われる図書館に行ってみたり、１限目と２限目
の間にあるチャペルに行ってみたり、Ｈ号館のKFCでクラッシャーズを買ってみたり。
　しかし、だんだんと目新しいものが無くなり、授業を受けた教室や次の授業の教室で
雑談するようになる可能性が高い。授業を取っていない「空きコマ」の時間は、食堂に
こもったり、図書館に寝に行ったりする。寝すぎて授業に遅れる学生もいるようなので、
注意が必要。
　また、ほとんどの場合はクラスが無い
ので、何もしないとぼっちになる。頑張っ
ていろいろな人に話しかけ友人を作るこ
とが大切である。言語の授業は狙い目で
はなかろうか。部活動やサークルに入る
と一気に友人が増えるので、何かしらに
入ることをオススメする。

い
る
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
通
っ
た
り
、
徹
夜

で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
鍋
パ
ー

テ
ィ
ー
、
た
こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー

を
友
人
間
で
行
い
暇
を
つ
ぶ
し
て

い
ま
す
。

新
：
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
両
手
で

も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
い
る
と
風

の
噂
に
聞
い
た
の
で
す
が
、
合
コ

ン
な
ど
沢
山
取
り
仕
切
ら
れ
て
い

る
の
で
す
か
？
良
け
れ
ば
参
加
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
：
ハ
ハ
ハ
。
合
コ
ン
な
ん
て
開

き
ま
せ
ん
よ
。

新
：
で
は
、
ど
う
や
っ
て
Ｍ
さ
ん

は
モ
テ
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の

極
意
を
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

Ｍ
：
多
分
、
僕
の
美
貌
に
彼
女
た
ち

は
花
を
求
め
る
蝶
の
よ
う
に
集
ま
っ

て
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
僕
の
美
容
維
持
法
で
す
が
、
毎

日
自
撮
り
を
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
毎
日
の
顔
の
調
子
も
分
か
り
ま

す
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
友
人
に
も
僕
の

顔
を
分
か
っ
て
も
ら
え
て
一
石
二
鳥

で
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
高
い
意
識
を

も
っ
て
毎
日
過
ご
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
ね
。
Ｍ
先
輩
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
も
じ
ゅ
ぎ
ょ
う︻
カ
モ
授
業
︼

単
位
取
得
容
易
と
噂
さ
れ

る
授
業
の
意
。
そ
の
実
態

は
定
か
で
な
い
。
主
に
西

日
本
の
大
学
生
が
使
用
。

同
意
語
：
楽
単　

こ
ち
ら

は
主
に
関
東
圏
で
使
用

か
。

き
り
き
ょ
う︻
キ
リ
教
︼

キ
リ
ス
ト
教
学
の
略
称
。

嗚
呼
、
メ
シ
ア
の
御
名
を

略
し
て
し
ま
う
と
は
な
ん

と
い
う
冒
涜
だ
ろ
う
。
そ

れ
で
も
我
ら
が
主
は
許
し

て
く
だ
さ
る
。

け
ー
じ
ー︻
Ｋ
Ｇ
︼

K
w

ansei Gakuin

の
略
称
。

ち
な
み
に
Ｋ
Ｇ
Ｕ
の
略
称

は
関
東
学
院
大
が
商
標
登

録
を
し
て
い
る
。

ご
べ
つ︻
５
別
︼

第
５
別
館
の
略
称
。ト
イ
レ

が
非
常
に
綺
麗
。
ぼ
っ
ち

ト
イ
レ
飯
に
オ
ス
ス
メ
◎

ご
ー
る
で
ん
う
ぃ
ー
く

︻
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
︼

関
学
生
に
は
無
い
。
夏
休

み
と
春
休
み
は
ち
ょ
っ
と

長
め
な
の
で
許
し
て
ち
ょ
。

た
え
た︻
耐
え
た
︼

テ
ス
ト
を
終
え
た
学
生
の

鳴
き
声
。

ち
ゅ
う
し
ば︻
中
芝
︼

中
央
芝
生
の
略
称
。放
課
後
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ

る
小
学
生
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
。

ま
ま
、
ぱ
ぱ︻
マ
マ
、
パ
パ
︼

食
堂BIGM

A
M

A

、BIG
PA

PA

の
俗
称
。
マ
マ
に

は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
が
あ

り
、
ぼ
っ
ち
飯
に
最
適
。

な
い
ば
ー︻
ナ
イ
バ
ー
︼

内
部
進
学
の
学
生
。

派
生
語
：
デ
ィ
ー
プ
ナ
イ

バ
ー　

中
等
部
か
ら
の
内

部
進
学
。

に
が
わ︻
仁
川
︼

甲
東
園
の
急
斜
面
に
負

け
、
バ
ス
に
乗
る
金
も

な
い
学
生
が
使
う
ゆ
と
り

ル
ー
ト
と
い
わ
れ
る
。
だ

が
、
そ
の
実
態
は
登
校
す

る
学
生
を
道
路
側
端
の
深

い
側
溝
へ
引
き
ず
り
込
む

地
獄
の
デ
ス
ロ
ー
ド
で
あ

る
。
編
者
も
実
際
に
大
勢

の
学
生
の
前
で
落
ち
、
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
た
。

関学用語辞典


